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備　　考

【教科指導の校内研究】
教科別の指導や各教科等を合
わせた指導において、教科の
見方・考え方を意識した働き
かけを工夫し、授業実践力の
向上を目指す。

教務課

主体的・対話的で深い学びの実現を目指す上
で鍵となるのが教科の見方・考え方である
が、児童生徒が教科の見方・考え方を働かせ
深い学びにつなげられるような授業づくりが
まだ十分にできているとは言えない。どのよ
うな場面でどのような見方・考え方を働かせ
られるかをまず教員が意識していくことが必
要である。

【努力指標】
児童生徒が教科の見方・考え方
を働かせることができるような
場面を設定することができる。

児童生徒が教科の見方・考え方
を働かせることができるような
場面設定ができた教員の割合は
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　６０％未満

Ｂ以上
で達成

評価者：教員
９月　Formsでアンケート
１０月　分析、中間評価
１月　Formsでアンケート
２月　分析、最終評価

【ＧＩＧＡ校内研修】
タブレット端末等のＩＣＴ機
器を授業の充実のためのツー
ルとして利用できるように、
教員にアンケート等を実施
し、要望や習熟度等に応じた
研修を実施する。

情報課

全児童生徒にタブレット端末は配置されてい
る。授業でタブレット端末を有効に活用する
ために、ＩＣＴ機器（タブレット端末やアプ
リ）の使用方法を知る必要がある。また、教
員の習熟度に違いがあるため、授業実践に生
かせるような習熟度に応じた研修を行ってい
く必要がある。

【成果指標】
ＩＣＴ活用研修会は有益だと感
じられるような研修会を実施
し、授業等に生かすことができ
る。

実施した研修会が有益であり、
授業等に生かすことができると
感じた教員の割合は
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　５０％以上

Ｂ以上
で達成

評価者：教員
４月　研修会計画作成
５～８月　研修会実施
教員アンケート
１０月　分析、中間評価
９月～１２月　研修会実施
教員アンケート
年度末　最終評価

【災害時体制の整備】
危機管理マニュアルを基に、
教員が非常災害時の自分の役
割を理解しながら行動できる
ようにする。学校安全課は訓
練時の職員からの意見を参考
にし、危機管理マニュアルの
内容を随時アップデートでき
るようにする。

学校
安全課

学校安全課が中心となり、昨年度は危機管理
体制を大幅に見直し、より現実的な危機管理
体制を考えてきたが、令和6年能登半島地震を
受け、実効性に課題があることが分かった。
危機管理マニュアルを基に、全職員が非常災
害時に備えて適切な措置や行動をとれるよう
にする必要がある。

【成果指標】
避難訓練や気象災害時に、危機
管理マニュアルを基に、自分の
役割を理解し、学校や児童生徒
の安全を守るための行動を適切
にとることができる。

避難訓練や気象災害時に、危機
管理マニュアルを基に、学校や
児童生徒の安全を守るための行
動を適切にとることができた
Ａ　あてはまる
Ｂ　ややあてはまる
Ｃ　あまりあてはまらない
Ｄ　あてはまらない

Ａ＋Ｂ
８０％
以上で
達成

評価者：教員
４月　危機管理マニュアルの共
通理解。訓練、災害時の担当割
りの確認や情報収集、共有、全
職員への指示。
１０月　中間評価
年度末　最終評価

【満足度指標】
学校の災害発生時の保健管理体
制に満足している。

（保護者アンケート）

災害発生時の保健管理体制に満
足している
Ａ　あてはまる
Ｂ　概ねあてはまる
Ｃ　ややあてはまらない
Ｄ　あてはまらない

【努力指標】
災害発生時の心のケア等を理解
し、支援をしている。

災害発生時の心のケア等を理解
し、支援をしている。
Ａ　あてはまる
Ｂ　概ねあてはまる
Ｃ　ややあてはまらない
Ｄ　あてはまらない

２
安全・安心
な学校運営

定期的に薬を服用している児童生徒が36％
（R5現在）在籍しているが、災害時用の薬を
預かるシステムがなく、定期的に服薬をして
いる児童生徒が、学校にとどまる事態となっ
た場合、健康状態の悪化が懸念される。今年
度（R6）食物アレルギー9名（うちエピペン保
有者1名）おり、備蓄食材として食物アレル
ギーへの対応が必要不可欠となる。令和６年
能登半島地震から被災地の実際を知ること
で、災害時の学校における保健管理体制につ
いて見直す機会としたい。

保健
体育課

生徒課

【災害時の保健管理】
非常災害の発生に備え、以下
のように保健管理体制を整え
る。
・災害時用預かり薬に関する
校内体制の構築
・食物アレルギー対応備蓄食
の備蓄管理
・災害発生時の心のケア等に
関する健康教育
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重点目標
番号

1
授業実践力
の向上

評価者：保護者、教員
４月　職員研修会
６月　備蓄食の確認
７月　災害時預かり薬依頼
９月　預かり薬受入開始
　　　中間評価アンケート
　　　分析・中間評価
１月　最終アンケート
２月　分析・最終評価

Ａ＋Ｂ
８０％
以上で
達成



【満足度指標】
進路に関する研修内容について
概ね理解できた、あるいは満足
している。

（保護者アンケート）

進路に関する研修の内容がわか
り、満足していると答えた割合
は
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０～８０％
Ｃ　６０～７０％
Ｄ　６０％未満

【努力指標】
進路に関する研修内容について
概ね理解できた。

進路に関する研修の内容が理解
できたと答えた割合は
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０～８０％
Ｃ　６０～７０％
Ｄ　６０％未満

【指導力・専門性の向上】
石川県教員育成指標を踏ま
え、自らが伸ばしたいと考え
る資質能力や自らが身に付け
たいと考える力を高めること
を目指して主体的に受講す
る。

研修
研究課

「令和の日本型学校教育」を担う新たな教師
の学びの姿の実現に向けて、教員が自ら必要
な学びを主体的に行っていくことが求められ
ている。研修センターをはじめ様々な機関や
学校から研修に参加し、研修により知見を広
げるなど、効果的かつ主体的な資質向上・能
力開発に務めることが必要である。

【努力指標】
自ら伸ばしたいと考える資質能
力等について確認・整理し、目
標を立てて研修を受講する。

自ら伸ばしたいと考える資質向
上を目指して、校内外の研修を
受講した数が
Ａ　３回以上
Ｂ　２回以上
Ｃ　１回以上
Ｄ　０回

Ｂ以上
で達成

評価者：教員
　９月　アンケート
１０月　分析、中間評価
　１月　アンケート
年度末　最終評価

【業務内容の見直しによる業
務の改善】
自らめりはりのある働き方を
目指すとともに、部や課での
役割分担や業務内容について
効率化できるものがあれば見
直し、一部の職員に負担がか
からないように業務の平準化
を図る。

教頭

昨年度は保護者お知らせを紙媒体からデータ
の一斉配信にすることで印刷・配付業務の軽
減ができた。業務のＩＣＴ活用も進んできて
いる。一方で、コロナ禍前の前例踏襲により
依然として時間をかけている業務もある。各
自が業務効率化の意識をもつとともに、部ま
たは課の業務内容・方法を見直す必要があ
る。

【努力指標】
業務内容の精選やＩＣＴ活用ま
たは業務分担の見直しにより、
業務の平準化を進めている。

業務内容や方法または業務分担
の見直しを行い、業務の平準化
が図れたと感じる教員の割合は
Ａ　８０％以上
Ｂ　７０％以上
Ｃ　６０％以上
Ｄ　６０％未満

Ｂ以上
で達成

評価者：教員　（部主事・課長）
９月　アンケート①(forms)
10月　分析、中間評価
１月　アンケート②(forms)
２月　分析、最終評価4

業務の効率
化・平準化
の推進

３
教育支援体
制の充実と
指導力・専
門性の向上

進路に関する情報は、進路だよりや進路セミ
ナー等で提供しているものの、実際に進路先
が決定するまでの流れや卒業後の年金受給に
関することなど、保護者や教員の理解の深ま
りに至っていないと考えられる。

進路
支援課

【教育支援体制の充実】
進路や卒業後の生活に関する
ことについて、保護者や教職
員が理解を深める。外部機関
と連携し、講師を招聘するな
どして研修会を実施する。

Ｂ以上
で達成

評価者：保護者、教員
９月
６～８月実施分のアンケート
１０月　分析、中間評価
１月
１０～１２月実施分アンケート
年度末　最終評価


